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緒  言 
山梨県における露地ブドウの品種構成を

2015年の市場出荷量で見ると，黒色品種である

‘巨峰’，‘ピオーネ’が約6割を占め，次いで

黄緑色品種である‘シャインマスカット’が続

く 1）．赤色品種では，有核栽培品種である ‘甲

斐路’が最も多く出荷されているが，消費者の

種なし嗜好から生産量が減少傾向にある．加え

て，縮果症や着色不良が発生しやすく，べと病

や晩腐病等の病害に弱いことから，生産現場か

らも‘甲斐路’に替わる無核栽培可能な栽培性

の優れる赤色品種が望まれている．  

また，山梨県は，観光農園や直売の割合が高

いため，栽培品種数を豊富にするとともに，黒

色・黄緑色・赤色のブドウをバランス良く取り

揃えることが重要である． 

 

このような状況のなか，山梨県果樹試験場で

は，鮮やかな赤色の‘サニードルチェ’を育成

し，2009年に品種登録した 2）．本品種は，雄ず

い反転性であるため，無核栽培が前提となる．

肉質は崩壊性で食感が良く，皮ごと食せ，青リ

ンゴ様の香りを有することから，赤色の新品種

として期待されている． 

しかしながら，年次あるいは圃場により収穫

期に果粒が萎縮する障害（通称“しぼみ果”，以

下，しぼみ果とする．）（第 1 図）や裂果（第 2

図）の発生が認められており，生産上の課題と

なっている． 

そこで，本試験ではしぼみ果および裂果防止

に向け，ジベレリン（以下，GAとする）処理方

法の検討を行い，GA液へのホルクロルフェニュ

ロン液剤（以下，CPPUとする）加用とその使用

時期が果実品質に及ぼす影響を明らかにしたの

で，ここに報告する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第 1図 ‘サニードルチェ’の収穫時の果房 

        (左：しぼみ果，右：正常果) 

第 2 図 ‘サニードルチェ’の果梗部

付近に発生した裂果 
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材料および方法 

山梨県果樹試験場(山梨市江曽原 450～460m)

の圃場に植栽した自然形整枝長梢剪定樹（以下，

長梢剪定樹とする）‘サニードルチェ’ 2樹（テ

レキ 5BB 台 16 年生；2013 年およびグロワール

台 7～9 年生；2014～2016 年）と平行整枝オー

ルバック型短梢剪定樹（以下，短梢剪定樹とす

る）を 1 樹（テレキ 5BB 台 11～12 年生；2013

～2014年）を供試した．各樹とも亜主枝単位で

試験区を設置し，2013年～2016年に試験を行っ

た． 

栽培管理は，開花始め期に1新梢あたり1花

穂とし, 花穂最下部から4 cmを残し，それより

上部の支梗は切除した．GA処理は，満開時およ

び満開10～15日後に25 ppmの濃度で花（果）

房浸漬処理し，無核栽培とした．その際，CPPU

を第1表に示すとおりGA液に加用した．摘粒作

業前に 2500 房･10 a-1を目安に摘房し，着粒密

度が4～5粒･cmになるように摘粒して，白色の

果実袋を掛け，着色始め期に除袋し，透明ポリ

エチレンカサに替え管理した．収穫期には，各

処理区から平均的な7～10果房を採取し，果実

品質，しぼみ果および裂果の発生果粒率を調査

した．なお，着色の評価は，カラーチャート（山

梨県総合理工学機構, 赤色系専用,2013 年度

版）3）を用いて緑(0)～濃赤(6)の 7 段階で判定

し，4以上を着色良好，3以下を着色不良とした. 

しぼみ果および裂果は，わずかでも症状がみら

れた果粒を発生果粒とし、発生率は調査果房に

おける発生果粒割合とした. 

また，前期加用区と，両期加用区については，

収穫を遅らせた際しぼみ果の発生果粒率，裂果

粒率，糖度の変化を明らかにするため，2015年

は収穫日の8日後，2016 年は 15日後にも調査

を行った. 

結 果 

1.CPPU加用時期の違いが果実品質に及ぼす影

響 

第2表にCPPU加用時期の違いが果実品質に及

ぼす影響を示した． 

 

2013年 

 果粒重は，両期加用区，前期加用区，後期加

用区，GA単用区の順で大きく，長梢剪定樹では

前期加用区と両期加用区で，短梢剪定樹では

CPPUを加用した区で，GA単用区と比較し有意に

大きくなった．長梢剪定樹の糖度は，GA単用区

が最も高く19.2 ﾟ Brixであり，CPPU加用によ

り果粒肥大が促進された区ほど糖度が低くなっ

た．GA単用区に対して，前期加用区と両期加用

区に有意な糖度低下が認められたが，最も低か

った両期加用区でも目標糖度である17 ﾟ Brix 2)

を超えた．一方，短梢剪定樹ではCPPU加用によ

る有意な糖度低下は認められなかったが，いず

れの処理区も糖度が低く，長梢剪定樹よりも低

くかった．酸含量については，長梢剪定樹にお

いてCPPUを加用した区でGA単用区に対し低下

したが，短梢剪定樹では一定の傾向はみられな

かった．着色は，前期加用区およびGA単用区と

比較して，後期および両期加用区で着色が優れ

たが，いずれの区も着色不良とはならなかった．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満開時（前期） 満開10～15日後（後期）

GA単用 - -

 前期y ○ -

後期 - ○

両期 ○ ○
zGAの処理濃度は満開時および満開10～15日後とも25ppmで行い，

 CPPU加用濃度は5ppmとした
y2016年は実施せず

第1表　CPPUの加用時期

処理区ｚ CPPU加用の有無
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2014年 

果粒重は，いずれのCPPU加用区もGA単用区

より有意に大きかった．糖度は，長梢剪定樹に

おいてGA単用区が最も高く，果粒肥大が促進さ

れた区ほど糖度が低くなったが，いずれの区も

17 ﾟ Brix以上であった．短梢剪定樹では，4処

理区間で糖度に有意な差は認められなかった．

酸含量は長梢剪定樹，短梢剪定樹ともに処理区

間に有意な差はなかった．長梢剪定樹の着色は，

処理区間で有意な差は認められなかったが，短

梢剪定樹では後期加用区が有意に優れた． 

 

2015年 

果粒重は，いずれのCPPU加用区もGA単用区

より有意に大きかった．糖度は，GA単用区およ

び後期加用区で17 ﾟ Brixを以上となったが，前

期および両期加用区では17ﾟBrixに達しなかっ

た．酸含量については，GA単用区に対し，CPPU

加用区で有意に低下したが，CPPUを加用した処

理区間に差は認められなかった．着色は，CPPU

を加用した3処理区でGA単用区よりも有意に優

れた． 

 

2016年 

果粒重は，いずれのCPPU加用区もGA単用区

に対し，有意な果粒肥大効果が認められた．糖

度は，17 ﾟ Brix以下であり，いずれの処理区も

有意な差は認められなかった．また，酸含量に

ついても有意な差がみられなかった．着色は，

後期加用区と両期加用区がGA単用区に対して，

有意に優れた．  

 

GA単用 580 ay 14.1 b 19.2 a 0.43 a 4.3 ab

前期 659 a 16.0 a 17.6 b 0.40 b 4.3 b

後期 669 a 15.3 ab 18.3 ab 0.35 c 4.5 ab

両期 663 a 16.8 a 17.5 b 0.36 c 4.8 a

GA単用 403 c 12.7 c 15.9 a 0.45 ab 3.3 b

前期 484 bc 14.8 b 16.3 a 0.43 b 3.3 b

後期 509 b 14.5 b 15.4 a 0.49 a 4.1 a

両期 695 a 18.3 a 15.6 a 0.47 ab 3.9 ab

GA単用 544 b 13.0 b 18.6 a 0.35 a 4.3 a

前期 722 a 17.2 a 17.1 b 0.39 a 4.3 a

後期 724 a 16.6 a 18.0 a 0.37 a 4.4 a

両期 781 a 18.3 a 17.0 b 0.39 a 4.6 a

GA単用 520 b 13.5 b 16.9 a 0.58 a 3.9 b

前期 666 a 16.2 a 16.4 a 0.56 a 4.3 ab

後期 557 b 15.9 a 17.0 a 0.60 a 4.4 a

両期 654 a 17.7 a 17.0 a 0.60 a 4.3 ab

GA単用 578 c 17.6 b 17.3 ab 0.44 a 3.9 b

前期 677 b 19.6 a 16.4 c 0.41 b 4.7 a

後期 635 bc 20.3 a 17.5 a 0.39 b 4.5 a

両期 765 a 21.0 a 16.7 bc 0.39 b 4.7 a

GA単用 519 b 14.6 b 16.7 a 0.41 a 3.5 b

後期 656 a 17.3 a 16.6 a 0.39 a 4.5 a

両期 733 a 18.7 a 16.5 a 0.41 a 4.2 a
z
赤色系ブドウ専用カラーチャート（山梨県総合理工学研究機構）：0（緑）～6（濃赤）

y同一年次の同一剪定樹において，異符号間に5％水準で有意差あり (Tukey-Kramer法)

第2表　CPPU加用時期の違いが‘サニードルチェ’の果実品質に及ぼす影響

(g/100ml) (c.c.値)

長梢
(5BB・16年生)

短梢
（5BB・11年生）

供試樹
（台木・樹齢）

果房重 果粒重 糖度 酸含量 着色
z

(g) (g)
処理区試験年次

2013

長梢
（ｸﾞﾛﾜｰﾙ・8年生）

長梢
（ｸﾞﾛﾜｰﾙ・7年生）

短梢
（5BB・12年生）

(
。
Brix)

長梢
（ｸﾞﾛﾜｰﾙ・9年生）

2014

2015

2016

調査日

8月28日

9月13日

9月17日

9月24日

9月7日

8月29日
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2.CPPU加用時期がしぼみ果と裂果の発生に及

ぼす影響 

 しぼみ果の発生程度は，年次および供試樹に

よって大きく異なり，2013年の長梢剪定樹およ

び2014年の短梢剪定樹において，しぼみ果の発

生が多かった．第3図にCPPU加用時期の違いが

しぼみ果の発生果粒率に及ぼす影響を示した．  

2013年の長梢剪定樹では，GA単用区でしぼみ

果の発生が多く，CPPUを加用した3処理区では

しぼみ果の発生が少なくなる傾向がみられた． 

2014年の短梢剪定樹では，2013年の長梢剪定

樹と同様にしぼみ果の発生はGA単区で多く，次

いで前期加用区と後期加用区が同程度の割合で

発生し，両期加用区で少なくなる傾向がみられ

た． 

 裂果の発生程度は年次により異なるが，いず

れの年次においても裂果は発生した（データ略）．

第3表に2014～2016年の長梢剪定樹における

CPPU加用時期の違いが裂果に及ぼす影響を示

した．2015年は裂果が多発したが，いずれの年

次もGA単用区での発生が最も多く，次いで後期

加用区，前期加用区と続き，両期加用区の発生

が少なくなる傾向がみられた． 
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第3図 CPPU加用時期の違いがしぼみ果の発生果粒率に及ぼす影響
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

GA単用 21 38 88 50 a

前期 2 11 28 12 bc
ｚ

後期 5 28 49 29 ab

両期 0 3 18 5 c

GA単用 31 71 92 66 ab

前期 36 55 100 59 ab

後期 34 65 90 67 a

両期 22 41 86 43 b

GA単用 22 58 74 54 a

後期 0 17 26 14 b

両期 0 3 3 2 c
ｚ
同一年次の異符号間に5％水準で有意差あり (Steel-Dwass)

2016

第3表　CPPU加用時期の違いが‘サニードルチェ’の裂果に及ぼす影響

試験年次
裂果粒率（％）

2014

2015

　最小値 　中央値 　最大値 　平均値
処理区
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3.収穫の遅延が果実品質に及ぼす影響 

第4表に収穫時期の遅延が糖度としぼみ果お

よび裂果の発生に及ぼす影響を示した． 

2015年の両期加用区において，収穫を遅らせ

ることで糖度が有意に上昇したが，両期加用区

および2016年の後期・両期加用区では有意な差

は認められなかった． 

また，しぼみ果の発生果粒率は，収穫を遅ら

せても増加しなかったが，裂果粒率については

2015年の後期加用区を除き，有意に増加した. 

 

考 察 

山梨県では，‘サニードルチェ’のGA処理を

満開時GA25 ppm，満開10～15日後GA25 ppmに

CPPU 5 ppm加用（後期加用）で行うよう指導を

している 4）．これはCPPUに果粒肥大促進と併せ

てしぼみ果の発生を軽減する 2)効果があるため

である．しかし，CPPUを後期加用する方法でGA

処理を行っても，圃場によってはしぼみ果が多

発することが認められており，生産現場からは

さらなる改善策が求められている．また，これ

までCPPUの前期および両期加用についての検

討は行われていない． 

そこで，本試験では，CPPU加用時期の違いが 

 

‘サニードルチェ’における果実品質，しぼみ

果の発生果粒率および裂果粒率を調査し，適切

なCPPU加用時期を明らかにするため検討を行

った． 

なお，欧州系2倍体品種に分類される‘サニ

ードルチェ’においてCPPUをGA液に加用する

場合，前期は着粒安定を目的に2～5 ppm，後期

は果粒肥大促進を目的に5～10 ppmで登録があ

るが，本試験では前・後期ともに5 ppmで検討

した．  

 

1.CPPU加用時期の違いが果実品質に及ぼす影

響 

 果粒重は，試験期間の全年次において、両期

加用区が最も大きく，次いで前期加用区と後期

加用区が同等であり，GA単用区が最も小さかっ

た．前述のとおり，前期GA処理にCPPUを加用

する目的は着粒安定であることから，一般的に

は，前期加用区に後期加用区ほどの果粒肥大促

進効果はないものと考えられるが，本試験では，

前期加用区に後期加用区と同等の果粒肥大促進

効果が認められた．‘シャインマスカット’にお

いても，前期加用区に一定の果粒肥大促進効果

が認められていることから 5），一部品種では，

前期GA処理へのCPPU加用により果粒肥大促進

が期待できるものと考えられる． 

 

糖度 しぼみ果の発生果粒率

(
。
Brix) (％)

9月7日 17.5 0.6 67

9月15日 17.4 0.0 79

 n.s.  n.s.

9月7日 16.7 0.0 43

9月15日 17.6 0.0 68

**  n.s.

8月29日 16.6 0.4 14

9月13日 16.9 0.0 38

 n.s.  n.s.

8月29日 16.5 1.3 2

9月13日 16.0 0.0 19

 n.s.  n.s.

z糖度はt検定，しぼみ果の発生果粒率および裂果率はマン・ホイットニーのU検定により，

 両処理間に*は5%水準，**は1%水準で有意差あり，n.s.は有意差なし

* 

* 

2016

後期

有意性

両期

有意性

　第4表‘サニードルチェ’の収穫遅延がしぼみ果および裂果の発生に及ぼす影響

処理区

後期

両期

2015
有意性

z

有意性

調査日試験年次
裂果粒率

(％)

n.s.

* 
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一方，CPPUの加用により，糖度が低下する傾向

がみられ，特に前期加用区と両期加用区で大き

く低下した．CPPU加用による果粒重の増加が，

低糖度の一因と考えられるため，果粒肥大に合

わせて着粒数を制限し，果房重が大きくならな

いよう注意する必要がある． 

低糖度になった2015年と2016年は，収穫期

後半に曇雨天日が多く，他品種でも糖蓄積の停

滞が認められた 6,7)．寡日照条件は，糖度不足の

要因とされているため 8)，天候不良年には，さ

らなる収量制限を行う必要があると考えられる．

また，長梢剪定樹と短梢剪定樹を比較すると，

短梢剪定樹で糖度が低かった．これは，本試験

で供試した短梢剪定樹の樹勢が旺盛な状態であ

ったことが関与したと推測され，高糖度化には，

適正樹相に導くことも重要になると考えられる． 

小野や浜田らは，後期GA処理にCPPUを加用

すると，‘ピオーネ’などの巨峰系4倍体品種で

は着色不良を助長すると報告している 9,10)．本

試験の結果‘サニードルチェ’は，これらの品

種と異なり，後期GA処理にCPPUを加用しても

着色不良は助長されず，逆にGA単用区より着色

が向上する傾向が認められた．ブドウの着色と

糖度には密接な関係性があり，低糖度の果実で

は着色が不良な傾向となる．とくに赤色品種で

は，着色と糖度に高い正相関が認められる品種

が多いが，‘サニードルチェ’は例外的に関係性

が低いとされている 11）．後期GA処理へのCPPU

加用により‘サニードルチェ’の着色が向上し

た要因は現状不明であるが，一般的な品種は後

期加用による低糖度化が着色不良の一因になる

のに対し，‘サニードルチェ’は低糖度化が着色

に大きな影響を及ばさず，その他の要因が関係

したものと示唆された． 

 これらの結果から，GA単用区よりも糖度は低

下する傾向があるものの，果粒肥大および着色

が良好な後期加用区が高品質安定生産に有効で

あると考えられる． 

  

2. CPPU加用時期がしぼみ果と裂果の発生に及

ぼす影響 

欧州系2倍体品種では，‘ルビーオクヤマ’な

どの一部品種においてしぼみ果の発生がみられ

る．‘ルビーオクヤマ’は本品種の花粉親である

ため，この形質を受け継いでいると考えられる

が，発生原因は明確になっていない． 

本試験では，山梨県で指導されている後期加

用区においてしぼみ果が多発生することはなか

ったが，現地の一部圃場ではCPPUを後期GA処

理に加用してもしぼみ果が多く発生することが

認められることから，発生程度には樹間差や圃

場間の差が存在するのではないかと推察される．

本試験の結果から，後期にCPPUを加用してもし

ぼみ果が多発生する場合は，両期にCPPUを加用

し発生を軽減すると良いと考える．しぼみ果が

多発生した樹を観察すると，新梢勢力の差が大

きく，果粒の大きさが不均一な果房に多くみら

れることから，発生を減少させるためには適正

樹相に導き，生育の揃いを良くすることも発生

軽減に重要であると考えられる． 

‘サニードルチェ’の裂果は，第2図に示し

たとおり，果梗部に発生するものが大半を占め

る．本試験では，わずかな裂開も含め裂果粒率

を算出した．その結果，処理区によっては果房

の全ての果粒に裂果が発生した状況も認められ

た．裂果は，粘土質土壌で発生しやすい 12）とさ

れており，本試験も粘土質土壌で実施したため，

裂果の発生程度が大きくなったとものと考えら

れる． 

また，裂果の発生要因には，果粒の肥大特性，

果皮の物理性などの果実形質が関連していると

示唆されており 12,13)，‘サニードルチェ’の場

合，CPPU処理により果皮の強度が上昇した可能

性があると考えられるが，詳細は不明なため今

後検討する必要がある.裂果の発生程度につい

ても，樹間および圃場間の差が大きいものと考

えられるが，本試験の結果から，多発園では

CPPUを両期加用し発生を低減させるとともに，

土壌物理性が悪い圃場は，併せて土壌改良が必

要になると考えられる． 

 

3.収穫の遅延が果実品質へ及ぼす影響 

試験を行った2015年，2016年は，成熟期後

半の曇雨天日が多く，糖蓄積は停滞した 6，7)が，



里吉ら，CPPU 処理方法の違いがブドウ‘サニードルチェ’の果実品質に及ぼす影響 

 
 

- 25 - 
 

一般的に糖度は成熟が進むにつれて上昇すると

考えられる．しぼみ果は収穫始めに発生が見ら

れなければ，その後問題となる可能性は低いと

推察されることから，成熟期が好天ならば糖度

上昇を期待して収穫を遅らせても良いと考える

が，収穫の遅延とともに裂果は増加する傾向が

みられるため，裂果多発園では注意が必要とな

る. 

  
以上の結果から，適切なCPPU加用方法は以下

のとおりと考える．しぼみ果や裂果の発生が大

きな問題とならない圃場では，果実品質を重視

し，後期加用とする．しぼみ果や裂果が問題と

なる圃場では，摘粒の労力がやや増すことにな

るが，両期加用とすると発生を軽減することが

できる．ただし，CPPUをGA液に加用すると果

粒肥大が促進され，糖度が低下する傾向がある

ため，着果制限をより厳しく行う必要がある. 

 

摘 要 

CPPU加用時期の違いがブドウ‘サニードルチ

ェ’の果実品質に及ぼす影響を調査した． 
1.後期 GA 処理 に CPPU を加用すると，果粒肥

大促進とともに，着色向上が図られる． 
2.しぼみ果および裂果の発生程度は，年次や樹

により異なるが，いずれもGA単用区での発生

が最も多い．CPPUを加用するといずれの区で

も発生が軽減され，両期加用区でより軽減効

果が高い． 

3.しぼみ果の発生果粒率は，収穫始め期に発生

が見られない樹では，収穫を遅延しても増加

しない．一方，裂果粒率は増加する． 

4.‘サニードルチェ’の GA 処理における CPPU

加用は，後期加用を推奨するが，しぼみ果も

しくは裂果の発生が多い場合は，両期加用す

ると良いと考えられる. 
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Summary 
 
The influence of the application of CPPU in different stages on ‘Sunny Dolce’ grapes was researched. 
1. Applying CPPU when GA treatment was performed 10–15 days after full bloom resulted in the 

promotion of berry enlargement in addition to improved coloration. 
2. The percentage of berries that exhibit withering at maturity (hereafter, “shibomi”) or tearing of 

the fruit varies by year or tree; however, areas in which only GA treatment was performed had the 
highest rate of occurrence. If CPPU is applied, the rate of occurrence is diminished; if GA treatment is 
performed at full bloom and 10–15 days after full bloom, it is common for occurrence to be even more 
greatly diminished. 

3. The average of berries that exhibit “shibomi” does not increase in trees that do not exhibit 
“shibomi” at the beginning of the harvest season, even if harvesting is delayed. In contrast, the 
average number of fruits tearing increases. 

4. The application of CPPU in the GA treatment of ‘Sunny Dolce’ is recommended for 10–15 days 
after full bloom application; however, in the event of a high rate of occurrence of tearing of the fruit or 
“shibomi”, performing GA treatment at full bloom and 10–15 days after full bloom is considered to be 
beneficial. 

 




